
○古典に基づく「漢字仮名交じりの書」の創作について、参考とした
古典を、制作の意図に対応させて古典それぞれの表現性・表現効果
を捉えて選択する問題を出題。

                           【通過率 二(一) ア 37.5％  ウ 5.9％】

令和６年度 高等学校学習指導要領実施状況調査の結果について（芸術科 書道Ⅰ）

○生徒が制作した作品に対して適切な自己評価文・鑑賞文を選択する
問題を出題。

   【通過率 一(二)  ウ 86.7％  エ 87.3％
二(二)  ア 85.9％ ウ 80.3％  エ 70.6％】

生活や社会における書の目的や用途と表現効果や風趣との
関わりに関する問題例（別紙１、別紙２参照）

○「鑑賞」に関わる基本的な知識・用語、「仮名の書」の構成に関わ
る基本的な知識・用語を解答する問題を出題。

                                 【通過率 四(二)① 43.2％ ②41.0％  
 五(二)② 22.4％    八(二) 40.6％】

〇生活や社会における書の目的や用途と表現効果や風趣との関わりについて考え、
書を生活や社会の中でどのように生かすかを考えたり判断したりすることは相当
数の生徒ができている。

〇表現と鑑賞の学習を相互に関連付けて考えることや、〔共通事項〕に示した知識
や用語、各領域・分野の基本的な知識や用語の習得・定着に課題があると考えら
れる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・生活や社会の中での文字や書の働き、書の伝統と文化について理解を深めると
ともに、〔共通事項〕及び各領域・分野の基本的な知識や用語の習得・定着を
図る学習活動の充実

・表現と鑑賞の学習を相互に関連付けて生かしながら、資質・能力を一体的に育
成する学習活動の充実

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト調査）

〇生活や社会の中の文字や書、書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力の育成の
重視
・「思考力、判断力、表現力等」と関わらせた「知識及び技能」の育成
・鑑賞の指導内容の充実、言語活動の充実
・感性を働かせて、作品を構想し表現を工夫したり、作品の意味や価値を見いだし
たりする学習の充実

・生活や社会の中での文字や書の働き、書の伝統と文化についての理解を深める学
習の充実

・表現と鑑賞の学習で共通に必要となる資質・能力として〔共通事項〕を新設

１．平成30年学習指導要領の主な改訂のポイント

表現と鑑賞の学習を相互に関連付けて考えることに関する
問題例（別紙３参照）

基本的な知識や用語の習得・定着に関する問題例
（別紙４参照）

暫定版
令 和 ８ 年 ６ 月 ２ ２ 日
教 育 課 程 部 会
芸術ワーキ ン グ グ ル ー プ
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生活や社会における書の目的や用途と表現効果や風趣との関わりに関する問題例

【別添１】

通過率 一(二)
ウ 86.7％  エ 87.3％

書道Ⅰ 第２学年

生徒が制作した作品に対して適切な
自己評価文を選択する問題

〇中学校国語科の書写での学習を踏まえ、
漢字と漢字の大きさ、漢字と平仮名の大
きさ、字間、文字の中心と行の中心、用
紙に対する適切な字配り・配列、周囲の
余白といった、書道の学習の基礎的内容
についての知識を活用して、全体構成に
ついて適切に考え、判断することを求め
た問題。

〇目的や用途に即して手書きされた文字を
通して、いかに効果的に伝えるかについ
て適切に考えるための資質・能力を測る。

正答 一(二) ウ 3、エ 1

別紙１（問題例）
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生活や社会における書の目的や用途と表現効果や風趣との関わりに関する問題例

【別添１】

通過率 二(二) 
ア 85.9％ ウ 80.3％ エ 70.6％ 

書道Ⅰ 第２学年

生徒が制作した作品に対して適切な会話文
（鑑賞文）を選択する問題

〇「書道Ⅰ」における「Ａ表現」の「漢字の書」で必
ず学習する楷書と行書について、その書風を適切に
捉えることを問う問題。

〇鑑賞文の中では、それぞれの書風を形づくる「書を
構成する要素」「表現性」「表現効果、風趣」と
いった〔共通事項〕の観点について、基本的な知
識・用語による平易な表現で示されている。これら
の観点から、それぞれの作品の書風を分析的に捉え
るための資質・能力を測る。

〇また、生徒たちの学校での生活の中での場面で効果
的な表現及び文言を「表現効果、風趣」の観点から
捉えることを求める。

正答 二(二)  ア 3、ウ 2、エ 1

別紙２（問題例）
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表現と鑑賞の学習を相互に関連付けて考えることに関する問題例

【別添１】

通過率 二(一)
ア 37.5％ ウ 5.9％

書道Ⅰ 第２学年

古典に基づく「漢字仮名交じりの書」
の創作について、参考とした古典を、
制作の意図に対応させて古典それぞれ
の表現性・表現効果を捉えて選択する
問題

○制作の意図、制作した作品、参考にした古
典について、書風や表現効果を捉えて関係
付けることを求める問題。

〇表現と鑑賞の学習を相互に関連付けながら、
〔共通事項〕の観点等を活用し、書風を形
づくる「書を構成する要素」を起点にして
「表現性」「表現効果・風趣」を捉えるた
めの資質・能力を測る。

正答 二(一)  ア Ｂ 1、ウ Ｃ 2

別紙３（問題例）

九
成
宮
醴
泉
銘 

牛
橛
造
像
記 

鄭
羲
下
碑 

雁
塔
聖
教
序 

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集 

4



基本的な知識や用語の習得・定着に関する問題例

【別添１】
別紙４（問題例）

図
版  

略

図
版  

略

通過率
四(二) ① 43.2％ ② 41.0％
五(二) ② 22.4％
八(二)     40.6％

正答
四(二) ① 臨書 ② 2
五(二) ② 軸 等 八(二)   1

書道Ⅰ 第２学年

「鑑賞」に関わる基本的な知
識・用語、「仮名の書」の構
成に関わる基本的な知識・用
語を解答する問題

〇表現の学習のうち「漢字の書」
及び「仮名の書」の学習におけ
る基本的な知識・用語、鑑賞の
学習での鑑賞の形態、表装に関
する学習における基本的な知
識・用語の習得・定着を問う問
題。

〇知識・用語を、学習活動全般の中
で活用できる資質・能力として身
に付けられているかを測る。

5


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

